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原価計算 第２問 
 

（損益分岐点比率および安全余裕率は、利益ベースでも計算可能） 

売上高と比例関係にある貢献利益によって、固定費を回収し、営業利益が獲得される。 

   ↓ 

・貢献利益のうち固定費の回収に充てられる割合をもって損益分岐点比率が計算できる。 

損益分岐点比率 ＝ 固定費 ／ 貢献利益 

・貢献利益のうち営業利益となった割合をもって安全余裕率が計算できる。 

安全余裕率 ＝ 営業利益 ／ 貢献利益 

 → 経営レバレッジ係数の逆数 

 

（補足：逆数とは） 

「逆数」とは、「ある数に対して、乗じると１になる数」（１をある数で割ったもの）をいう。 

分数の場合には、分母と分子を逆にした値が、元の値の逆数になる。 

例①：ｘの逆数は「１／ｘ」 ← １をｘで割ったもの 

 → ｘに「１／ｘ」を乗じると１になる 
 

例②：「２／３」の逆数は「３／２」 ← １を「２／３」で割った（「３／２」を乗じた）もの 

 → 「２／３」に「３／２」を乗じると１になる 
 

例③：経営レバレッジ係数と安全余裕率は、互いに逆数 

貢献利益 
× 

営業利益 
＝ １ 

営業利益 貢献利益 

 

 


